
～食品事業者の皆様へ～

全ての加工食品に
原料原産地表示が必要になります

期限は令和4年3月末です。ご対応はお早めに！

食品表示法に基づく食品表示基準が平成29年９月１日
に改正され、全ての加工食品（輸入品を除く）の
重量割合上位１位の原材料について原料原産地の
表示が必要になります。

令和４年３月31日までが経過措置期間ですが、包材の発注等に混
乱が生じないよう、計画的に表示の切替え等を行ってください。

※原料原産地表示の具体的な表示方法や表示をする際のルールについては、
消費者庁の下記のページで確認して下さい。
https://www.caa.go.jp/policies/policy/food_labeling/quality/
country_of_origin/index.html

※農林水産省では、食品事業者の方が原料原産地表示制度に円滑に対応して
いただけるよう、「新しい原料原産地表示制度-事業者向け活用マニュアル-」
や同マニュアルを解説する動画を作成しましたので、参考にして下さい。
https://www.maff.go.jp/j/syouan/hyoji/gengen_hyoji.html

https://www.caa.go.jp/policies/policy/food_labeling/quality/country_of_origin/index.html


大括り表示

又は表示

又は表示

大括り表示＋又は表示

～～～表示方法のイメージ図～～～

【原則①】 国別重量順表示
重量割合上位１位の原材料が生鮮食品の場合は、
その産地を表示する。２か国以上の産地の原材料を
混合して使用する場合は、重量の割合の高い順に国
名を表示する。

【原則②】 製造地表示の国別重量順表示

重量割合上位１位の原材料が加工食品の場合は、
原則としてその製造地を表示する。

※ただし、重量割合上位１位の原材料に使われた
生鮮食品の産地がわかっている場合は、その産
地を表示することもできる。

・製造地表示の場合は、
（アメリカ製造又は国内製造）

・製造地表示の場合は、（外国製造）
・国産と混合がある場合は、（輸入、国産）（外国製造、国内製造）

・製造地表示の場合は、

（アメリカ製造又はカナダ製造又はデンマーク製造）

・製造地表示の場合は、（国内製造又は外国製造）

産地や製造地の切替えなどのたびに容器包装の変更
が生じると見込まれ国別重量順表示が困難な場合、以
下の例外により表示できる。

・３か国以上の場合

・輸入と国産の重量順
が表示不可能

【例外①】

選択可

【例外②】

【例外③】

【例外①】

・２か国の場合

表示方法は、「国別重量順表示」（対象となる原材料が加工食品である場合は、
「製造地表示の国別重量順表示」）を原則としつつ、これが困難な場合には、
「又は表示」や、「大括り表示」を行うことができます。

名 称 ウインナーソーセージ
原材料名 豚肉（アメリカ産、国産、その他）、豚脂肪、‥

名 称 チョコレートケーキ
原材料名 チョコレート（ベルギー製造）、小麦粉、‥

名 称 チョコレートケーキ
原材料名 チョコレート、小麦粉、‥
原料原産地名 ガーナ（カカオ豆）、インドネシア（カカオ豆）

※豚肉の産地は、令和〇年の使用実績順

名 称 ウインナーソーセージ
原材料名 豚肉（輸入）、豚脂肪、‥

名 称 ウインナーソーセージ
原材料名 豚肉（アメリカ産又は国産）、豚脂肪、‥

※豚肉の産地は、令和〇年の使用実績順

名 称 ウインナーソーセージ
原材料名 豚肉（アメリカ産又はカナダ産又はデンマー

ク産）、 豚脂肪、‥

※豚肉の産地は、令和〇年の使用実績順

名 称 ウインナーソーセージ
原材料名 豚肉（国産又は輸入）、豚脂肪、‥



【又は表示】

原産地として使用可能性がある複数国を、使用が見込まれる重量割合の高いものから順に
「又は」でつないで表示する方法です。一定期間における国別使用実績又は使用計画からみ
て、国別重量順表示が困難な場合で、以下の条件を満たす場合に限り表示できます。
・根拠書類の保管 ・過去の使用実績又は今後の使用計画に基づく表示である旨を付記

・過去の使用実績又は今後の使用計画における平均使用割合が５％未満の原産地は、原産
地の後ろに（５％未満）と表示

【大括り表示】

３以上の外国の原産地表示を「輸入」又は「外国製造」と括って表示する方法です。一定期
間における国別使用実績又は使用計画からみて、国別重量順表示が困難な場合には、「大
括り表示」を用いることができますが、根拠書類の保管が条件となります。

【製造地表示】

対象となる原材料が中間加工原材料である場合は、原則として、当該中間加工原材料の製
造地を表示します。

◆業務用生鮮食品、業務用加工食品について◆

最終製品において原料原産地名の表示の対象となる原材料に該当する業務用食
品については、業者間においても、原料原産地の情報を伝達する必要があります。

○業務用生鮮食品‥当該業務用生鮮食品の原産国名
○業務用加工食品

①「実質的な変更」に該当しない単なる切断、小分け等を行い消費者に販売され
るものは、当該業務用加工食品の重量割合上位１位の原材料の原産地名

②最終製品の加工又は製造の際に原材料の一つとして使用されるもので、最終
製品において、重量割合上位１位の原材料となるものは、当該業務用加工食
品の原産国名

【国別重量順表示】

使用している原産地を、重量の割合の高いものから順に表示します。また、重量順位が３位
以下の原産地は、「その他」と表示することもできます。

自社の製品がどの表示にあてはまるか、
イメージ図を参考にご検討をお願いします

【大括り表示＋又は表示】

国産を含む４カ国以上の産地を使用し、輸入と国産の重量順表示が困難な場合で、【又は
表示】と同様の条件を満たす場合に限り表示できます。



【原料原産地表示に関するお問い合せ先】

○最寄りの各都道府県（保健所含む）は、以下のページで確認頂けます。

https://www.caa.go.jp/policies/policy/food_labeling/information/contact/p
refectures/

消費者庁

農林水産省

食品表示企画課（相談の受付） ☎03‐3507‐8800（代）
表示対策課（被疑情報の受付） ☎03‐3507‐8800（代）

消費・安全局消費者行政・食育課 ☎03‐3502‐7804

原料原産地表示に関する疑問点、ご相談のほか、違反が疑われる情報も受け付けます。

https://www.caa.go.jp/policies/policy/food_labeling/information/contact/prefectures/

